




















































































３ ．交流を行う。 ◇ みなさんが考えた不思議な世界の
山場を教えてください。
・ ぼくは、『男の子と出会った挿絵』
だと思います。なぜかというと、
男の子と出会ったのでワタルが変
われたと思うからです。
● 全体交流の前に二人組
で話し合う機会を設け
ることによって、全体
交流で自信をもって話
すことができるように　
する。
● 選んだ挿絵が同じでも
意　欲
なぜワタルは変わることができたのだろうか。
方　法
13真宗総合研究所研究紀要　第₃₂号
・ 僕も～くんと同じで『男の子と出
会った挿絵』だと思います。男の
子が練習を手伝ってくれなかった
らワタルは打つことが出来ないま
まだったと思うからです。
・ 私は、○くんと違って『ワタルが
ホームランを打っている挿絵』で
す。観客の声援がワタルの力にな
ったからだと思うからです。
　 理由が違う場合は発言
するように促すことに
よって、様々な考えに
触れることができるよ
うにする。
● 児童の発言を物語の流
れに沿って板書するこ
とによって、学習後に
見直すことができるよ
うにする。
【読む能力】
行動、会話、気持ちを表す叙述に着目し、それらからワタル
の気持ちの変化の発端を読み取っている。（ノート・発言）
４ ．学習のまと
めを行う。
○ 今日のワタルに一言声をかけてあげ
ましょう。
・ 小さな男の子に出会えたワタルくん
はとってもうらやましいです。ぼく
も、小さな男の子に出会えたら野球
がもっと上手くなるかもしれないな。
・ 次々にボールが飛んできたのに逃げ
ずに練習できたワタルはすごいよね。
・ わたしならあんなにボールが飛んで
きたら逃げてしまうと思うよ。
● 友だちの意見を聞いて
感想などを書くことに
よって、自分の考えと
比べることができるよ
うにする。
　６　板書計画
出会い
???????????????
???????????
???????
??????????????????????
???????????????
?????
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　続いて学習指導案を補うため
に、公開授業時の写真を紹介し
ながら、実際の授業の補足説明
をしておく。
　左の写真は、教室の側面に貼
られた掲示物である。これまで
の授業で主人公ワタルの人物像
を明確にしてきた様子がうかが
える。「単元の目標」の「①登場
人物の性格や気持ちの変化、情景などを、叙述をもとに想像して読むことがで
きるようにする」を行うための前提ともなる学習が丁寧に実施されていたこと
がうかがわれた。本時の最初に、授業者はこの掲示物を利用しながら、これま
でのふり返りを行っていた。
　次に示す写真は、授業終了間近の板書の様子である。学習指導案の板書計画
では分かりづらいが、教科書の挿絵を拡大コピーして用いている様子が良く分
かる。場面ごとに掲載されている挿絵を黒板に張った上で、「本時の目標　ワ
タルの行動・会話・気持ちを表
す叙述をもとに、不思議な世界
の山場について考え」ることを
児童に求めたのである。一時間
の授業で板書一面分という原則
が守られているだけでなく、文
字の大きさ美しさなどに気を配
りつつ、全体の配置まで意識し
た優れた板書となっていること
が分かる。
　次に示す写真は、本時に使用した児童のワークシートを写したものである。
児童には、板書に貼られた挿絵と同じものが一人ひとりに配布されていた。児
童は、「山場」を考えるにあたり、挿絵を山形に置くように教員から指導されて
いた。この児童は、三つ目の場面を「山場」と考えていることがワークシート
の上部の挿絵の配置から分かる。挿絵の下の部分には、「なぜホームランを打
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ったばめんにしたかと言うと
……」とあり、根拠を明確にし
て自分の意見を書く学習が求め
られていることが分かる。ワー
クシートの右端には、単元名・
教材名と記名する部分があり、
それに続いて板書と同じように
「学習課題」を書く部分が四角
で示されている。ワークシート
の中ほどは本時の学びを記入する部分であり、左端には本時の「学習のまと
め」として「今日のワタルに一言声をかけてあげましょう」を書く部分が用意
されていた。
二　三領域一事項の指導を意識した授業
　国語科教育における学習内容は、学習指導要領に示されている三領域一事項
に大きな影響を受けている。三領域一事項とは、「話すこと・聞くこと」・「書
くこと」・「読むこと」・〔伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項〕であり、
授業においては、すべてを総合的に学習するように求められている。紹介した
実践においても、学習指導案の「３　単元の目標」に三領域を総合的に指導し
ようという指導者の姿勢が明確に表れている。具体的には、「①場面の変化に
注意しながら、登場人物の性格や気持ちの変化、情景などを、叙述をもとに想
像して読むことができるようにする」には「読むこと」が、「②文章を読んで感
じたことを発表し、感じ方に違いがあることに気づくことができるようにす
る」「③条件に合わせて文章を書き、それを読み合って、感想を述べ合うことが
できるようにする」には「話すこと・聞くこと」「書くこと」が目標として設定
されていると言ってよい。本実践の「単元の目標」は、言語活動の充実だけで
なく、三領域を総合的に学習させようと意図したものなのである。それは、学
習指導案の「支援・留意点」に担当教員が、「全体交流の前に二人組で話し合う
機会を設けることによって、全体交流で自信をもって話すことができるように
する」「友だちの意見を聞いての感想などを書くことによって、自分の考えと
比べることができるようにする」と記していることからも明らかであろう。
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三　習得すべき基礎・基本
　本時における習得すべき基礎・基本の中から、物語教材における「山場」と
いう概念に着目してみたい。今回の授業者は、「本時の目標」を「ワタルの行
動・会話・気持ちを表す叙述をもとに、不思議な世界の山場について考えてい
る」とし、児童を指導しているからだ。本来「山場」ということばは、科学的
『読み』の授業研究会
2
の設立者である大西忠治が、国語科教育の世界に「構造
読み」という概念を導入する中で主に用いられてきた。大西は、物語の構造を
「導入部・展開部・山場の部・終結部」の４つに分けている。「構造読み」とい
う理論の中で大西がまとめた「構造表
3
」を、以下に示す。なお、本論考の書式
に合わせて改変した部分がある。
（冒頭）　小説（作品）のはじまり
　　　（導入部）プロローグ
（発端）　筋（事件の流れ）のはじまり?
?
?
?
?
　　　（展開部）
? （山場のはじまり）（事件の一番重要な部分の始まり）
　　　（山場の部）
◎　最高潮（クライマックス）
（結末）　筋（事件の流れ）のおわり
　　　（終結部）エピローグ
（終わり）　小説（作品）のおわり
　大西は、「冒頭・発端・山場のはじまり・最高潮（クライマックス）・結末・
終わり」は、それぞれ本文の中のある部分（主に一文）に該当するとしている。
つまり、大西の考え方によれば「山場の部」は「山場のはじまり」から「結末」
までであり、その中に「最高潮（クライマックス）」があるとしているのである。
今回の授業をふり返った時、授業者が児童に考えさせようとしていた「山場」
は、大西の言う「山場の部」であったのか、「最高潮（クライマックス）」であ
ったのか明確でない。挿絵は、ホームランを打った瞬間を表しているとしたな
らば、「最高潮（クライマックス）」にあたると言った方が妥当かもしれない。
授業者に、「構造読み」についての認識があったならば、さらに、深い読解と豊
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かな言語活動を促す授業が可能となっただろう。
　また、科学的『読み』の授業研究会においては、「最高潮（クライマックス）」
とは、「対立する二つの力の関係が逆転したところ
4
」であって、「会話部分が該
当する時が多い
5
」といった指摘もなされている。やはり、「構造読み」に対する
授業者の確かな認識が必要とされよう。
おわりに
　教育現場の研修会に参加させていただいていて、実践者と研究者の関係につ
いて考えさせられることも多い。現場の先生方は、日々の授業を良くするため
に熱心に研修を重ねている。その研修に研究者は、どのように関わっていけば
良いのだろうか。まず研究者がなすべきことは、実践者の日々の実践を理論的
に明確に意味づけることかもしれない。実践者は、学習指導要領や学習指導書
などに記載されている指導内容・指導方法をもとに、日々授業を組み立ててい
る。しかし、その指導内容・指導方法が、どのような理論的裏付けにもとづい
ているかまでは認識できていない場合が多い。研究者による助言が必要とされ
るところかもしれない。本論考においては、科学的『読み』の授業研究会の「構
造読み」を紹介したが、他にも日本国語教育学会・日本文学協会国語教育部
会・教育科学研究会・言語技術教育学会・文芸教育研究協議会など多くの学
会・研究会の考え方が参考になる。国語科教育における様々な理論を実践者と
研究者が共有しながら、共に、研修を継続していくべきなのであろう。
　今後も、校内研修などに積極的に参加させていただきたいと考えている。
〈註〉
１　当該年度末に作成された冊子の中に、本論考で紹介する「海をかっとばせ」の授業
のまとめも、授業担当教員によりなされていた。「第３学年：根拠を明確にして、
自分の考えを話す」との章立ての中で、全８時間の授業の流れが紹介されている。
２　科学的『読み』の授業研究会は、現在、阿部昇を代表として、「夏の大会」「冬の研
究会」など、幅広く活動している。詳細は研究会のホームページを参照されたい。
３　大西忠治（₁₉₉₀）「国語教育方法・授業定式としての『読み研』方式とは何か」大西
忠治・科学的「読み」の授業研究会編集『国語教育評論₁₀　「読み研」方式による授
業入門』明治図書、₁₃頁。なお、科学的『読み』の授業研究会では、大西の作成し
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た構造表に手直しを加えて実践に用いながら研究を継続している。
４　科学的『読み』の授業研究会でほぼ共通する考え方である。ここでは海崎義隆
（₁₉₉₀）「『構造表』をどのように導入するか　小学校高学年　教材『注文の多い料理
店』を例に」３と同じ、₂₃頁から引用した。
５　科学的『読み』の授業研究会の「冬の研究会」に参加した時に、会員が参加者に用
いた説明のことばである。先行文献における確認はできていない。
※　本論考の掲載については、論考内で紹介した授業担当者の許可を得ている。
